
いこいの森公園（緑町３丁目）

共
通
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
は

住
基
ネ
ッ
ト
よ
り
危
険森　

て
る
お
（
無
所
属
）

夢
と
収
益
力
あ
る
庁
舎
統
合
の
実
現
を

公
民
館
サ
テ
ラ
イ
ト
化
は
見
直
し
を
！

納
田　
さ
お
り
（
無
所
属
）

質
問　
住
基
ネ
ッ
ト
と
共
通
番

号
制
度
の
違
い
は
。
ま
た
共
通

番
号
制
度
の
最
終
的
な
責
任
の

所
在
は
。
共
通
番
号
制
度
は
個

人
に
番
号
を
つ
け
て
、
そ
こ
に

名
寄
せ
す
る
た
め
危
険
だ
。
リ

ス
ク
の
回
避
方
法
は
。

市
長　
住
基
ネ
ッ
ト
は
、
住
民

の
利
便
と
行
政
の
合
理
化
の
た

め
に
住
民
基
本
台
帳
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
し
、
全
国
共
通
の
本

人
確
認
を
行
う
も
の
、
共
通
番

号
制
度
は
、
社
会
保
障
等
の
分

野
で
国
民
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
も
の
。
番
号
法
で
は
国
と

地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
所
掌
に
応
じ
て

実
施
主
体
が
担
う
。
リ
ス
ク
回

避
に
つ
い
て
は
、
特
定
個
人
情

報
保
護
評
価
、
利
用
の
範
囲
、

提
供
の
制
限
、
収
集
及
び
保
管

の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
法
の
趣

旨
に
沿
っ
て
人
的
、
物
理
的
、

技
術
的
に
適
切
な
対
策
を
行
う
。

部
長　
平
成
27
年
２
月
に
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
を
行
い
、

国
の
委
員
会
に
提
出
し
て
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

意
見　
住
基
ネ
ッ
ト
は
情
報
の

突
合
を
し
な
い
た
め
合
憲
と
の

最
高
裁
判
例
が
あ
る
。
突
合
を

前
提
と
し
た
共
通
番
号
制
度
は

憲
法
に
違
反
し
な
い
の
か
。
非

常
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
て

い
る
。
責
任
の
所
在
に
よ
っ
て

は
市
が
情
報
漏
え
い
に
よ
り
高

額
の
弁
済
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
も
情
報
の
取
り
戻
し
は

で
き
な
い
。
重
大
な
問
題
だ
。

２
庁
舎
統
合
に
つ
い
て

質
問　
行
財
政
改
善
の
た
め
早

急
な
庁
舎
統
合
が
必
要
で
あ
り
、

市
民
理
解
を
得
る
べ
き
だ
。
田

無
庁
舎
敷
地
の
高
度
利
用
に
よ

る
、
庁
舎
・
市
民
会
館
・
中
央

図
書
館
・
田
無
公
民
館
の
合
築

複
合
化
を
行
い
、
運
営
は
Ｐ
Ｆ

Ｉ
等
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る

ホ
ー
ル
機
能
強
化
な
ど
で
収
益

力
を
高
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

答
弁　
公
共
施
設
の
総
量
抑
制

の
観
点
か
ら
市
民
会
館
・
中
央

図
書
館
・
田
無
公
民
館
の
合
築

複
合
化
の
検
討
を
実
施
す
る
。

土
地
の
高
度
利
用
は
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
も
含
め
法
の
制
約
の

中
で
総
合
的
に
検
討
す
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
親
支
援

質
問　
大
き
な
社
会
問
題
に
発

展
し
て
い
る
子
ど
も
の
貧
困
問

題
は
各
種
地
域
資
源
を
つ
な
げ

る
こ
と
で
対
策
を
図
る
べ
き
だ
。

答
弁　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
大
綱
を
踏
ま
え
国
・
都

の
動
向
に
留
意
し
な
が
ら
検
討

す
る
。

質
問　
親
支
援
は
児
童
虐
待
撲

滅
に
お
け
る
最
大
の
課
題
の
１

つ
だ
。
困
り
事
を
抱
え
る
親
を

い
ち
早
く
支
援
の
輪
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
重
要
だ
。

答
弁　
こ
そ
だ
て
フ
ェ
ス
タ
等

を
通
じ
て
子
育
て
家
庭
と
子
育

て
サ
ー
ク
ル
の
つ
な
が
り
づ
く

り
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
等

◇
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
を

担
う
公
民
館
の
機
能
強
化
に
つ

い
て

「
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】

福
祉
部
を
健
康
福
祉
部
と
改

め
、
健
康
課
を
市
民
部
か
ら
健

康
福
祉
部
に
移
管
す
る
も
の
。

平
成
37
年
を
目
途
と
す
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
見
据
え
、
保
健
・
福
祉
・
医

療
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
健

康
づ
く
り
と
介
護
予
防
を
一
体

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
健
康
福
祉
部
に
、
新
た
に

生
活
支
援
係
、
地
域
支
援
係
、

在
宅
療
養
推
進
係
と
い
う
３
つ

の
係
が
で
き
る
が
、
具
体
的
な

仕
事
内
容
は
。

答　
生
活
支
援
係
は
、
自
立
相

談
支
援
事
業
、
住
居
確
保
給
付

金
事
業
、
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

ト
対
策
事
業
等
を
担
う
。
地
域

支
援
係
は
、
現
在
の
生
き
が
い

推
進
係
と
地
域
支
援
係
を
統
合

し
て
地
域
支
援
係
と
す
る
も
の
。

在
宅
療
養
推
進
係
に
つ
い
て
は
、

在
宅
療
養
の
推
進
を
目
的
と
し

て
設
置
を
す
る
も
の
だ
。

問　
医
療
保
険
は
健
康
福
祉
部

の
範
疇
か
。

答　
今
ま
で
ど
お
り
市
民
部
で

担
う
。

問　
健
康
課
が
健
康
福
祉
部
に

移
る
が
、
市
民
部
内
の
ほ
か
の

課
と
の
連
携
問
題
が
生
じ
る
こ

と
は
な
い
の
か
。

答　
健
康
福
祉
部
内
に
担
当
部

長
を
置
き
、
調
整
を
行
う
。

問　
利
用
さ
れ
る
市
民
に
混
乱

が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　
フ
ロ
ア
の
移
動
は
な
い
の

で
、
市
民
が
混
乱
す
る
こ
と
は

な
い
。
ま
た
市
報
で
事
前
周
知

し
、
案
内
板
等
を
修
正
す
る
。

問　
人
員
の
配
置
、
職
員
の
定

数
管
理
は
。

答　
改
正
後
の
人
数
は
、
部
全

体
で
155
名
を
想
定
し
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
で
審
議
さ
れ
た
、
保
険
料
率

等
の
改
定
及
び
被
保
険
者
均
等

割
額
及
び
世
帯
別
平
等
割
額
の

軽
減
対
象
と
な
る
所
得
基
準
の

変
更
、
並
び
に
行
政
手
続
条
例

の
一
部
改
正
に
伴
う
引
用
条
文

の
整
理
を
行
う
た
め
、
改
正
す

る
も
の
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
所
得
割
の
料
率
改
定
は
あ

る
の
か
。
値
上
げ
に
耐
え
ら
れ

な
い
滞
納
者
の
増
加
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
所
得
割
の
改
定
は
な
い
。

保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
23
区

で
は
賦
課
で
き
て
い
る
た
め
、

当
市
で
も
可
能
と
考
え
て
い
る
。

問　
均
等
割
が
３
千
円
増
額
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
幅
広
く
取

る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
は

値
上
げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
運
営
協
議
会
で
ご
審
議
い

た
だ
い
た
結
果
、
広
域
化
に
向

け
て
増
額
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

問　
該
当
者
数
は
。

答　

３
万
人
の
方
が
３
千
円
増

額
と
な
る
。
そ
の
う
ち
４
割
程

度
は
軽
減
措
置
が
あ
る
。

問　
均
等
割
を
先
行
し
て
い
る

他
市
の
水
準
は
。

答　
均
等
割
等
を
全
て
足
す
と
、

当
市
は
３
万
８
千
100
円
。
立
川

市
は
均
等
割
と
所
得
割
の
賦
課

方
式
を
と
っ
て
お
り
、
現
在
３

万
８
千
400
円
。
武
蔵
野
市
は
２

万
８
千
500
円
。
東
京
都
23
区
は

４
万
３
千
200
円
で
あ
る
。
現
在
、

当
市
の
３
万
８
千
100
円
と
４
万

３
千
200
円
の
乖
離
が
５
千
100
円

で
あ
る
。

問　
以
前
、
国
保
と
そ
の
他
保

険
の
一
本
化
の
話
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　
市
長
会
と
し
て
は
、
医
療

保
険
の
一
本
化
の
申
し
入
れ
を

し
て
い
る
。
国
保
を
都
道
府
県

へ
と
広
域
化
す
る
話
は
あ
っ
た

が
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
。

問　
広
域
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
地
方
の
場
合
、
被
保
険
者

が
少
な
く
財
政
的
に
厳
し
い
た

め
、
広
域
化
を
し
な
け
れ
ば
運

営
が
難
し
い
。
現
在
は
各
市
町

村
で
国
保
の
保
険
料
額
は
異
な

る
が
、
同
じ
地
域
で
同
じ
保
険

料
額
の
負
担
と
な
る
の
は
１
つ

の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

【
結
果
】
賛
成
多
数
で
可
決

「
市
立
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

【
市
か
ら
の
説
明
】

　
市
立
公
園
に
お
い
て
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　
市
内
に
は
248
カ
所
の
公
園
・

緑
地
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
６
つ

の
区
域
に
分
け
て
維
持
管
理
を

業
務
委
託
し
て
い
る
。
こ
の
う

ち
い
こ
い
の
森
公
園
を
含
む
区

域
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
い
。

　
導
入
に
よ
り
指
定
管
理
者
に

よ
る
自
主
事
業
が
可
能
と
な
る

３
月
30
日
（
月
）
の
本
会
議

の
議
決
で
、
９
名
の
委
員
に
よ

る
「
庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別

委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
事
項
は
「
庁
舎
統
合
方
針

（
案
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
」
で
す
。

　
前
号
（
第
64
号　
平
成
27
年

２
月
26
日
発
行
）
の
記
事
に
一

部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

と
お
り
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

１
面　
正
副
議
長
あ
い
さ
つ

後
ろ
か
ら
７
行
目

【
正
】
負
託

【
誤
】
付
託

４
面　
一
部
事
務
組
合
議
会
・

行
政
委
員
会
等

土
地
開
発
公
社
評
議
員
会

【
正
】
森
住　
孝
明

【
誤
】
保
谷　
清
子

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

た
め
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
事
業
の
提
案
に
期
待

し
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
等
】

問　
導
入
後
の
公
園
の
安
全
管

理
に
つ
い
て
、
市
の
責
任
は
。

答　
第
一
義
的
な
責
任
は
指
定

管
理
者
が
持
つ
必
要
が
あ
る
が
、

市
も
連
携
し
て
安
全
管
理
に
努

め
る
。

問　
現
在
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
や
障
害
者
作
業
所
に
公
園

の
管
理
を
委
託
し
て
い
る
が
、

導
入
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

答　
今
後
も
障
害
者
の
継
続
的

な
雇
用
と
高
齢
者
の
雇
用
確
保

を
指
定
管
理
者
に
求
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

お
詫
び
と
訂
正

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会

で
の
主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

庁
舎
統
合
方
針
検
討
特
別

委
員
会
を
設
置

ル
は
。

答　
５
月
ま
た
は
６
月
か
ら
指

定
管
理
者
の
募
集
を
始
め
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
11
月
ご
ろ

ま
で
に
候
補
を
決
め
た
い
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決
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